
塾長の独り言 NO64 H18．10．4 

「学校給食費、未納問題、どう思いますか？」 

～～恥も知らないジコチュウになった日本人 ～～ 

 

昨日の新聞（産経、千葉エリア）に「給食費未納 1億８０００万円」 

家計の支払い能力があるにもかかわらず、小中学校の給食費を納めない保護者が増えている。 

平成１７年度、８５００人分、約 1億８０００万円が未納という記事が載っていました。 

未払いは前年度より２５００人、約２４００万円も増加したと。 

千葉県では、浦安市２２００万円、山武市１７００万円、市原市１３００万円など。 

これ、千葉県だけ。日本全体では、いったいどんな数字になるのか？ 

 

皆さん、どう思いますか？ 

未納している保護者の言い分では、「義務教育だから、給食費もタダ」 

そんな理不尽な理屈が・・・。通用するのか？ 

まったく自己中心的な考え方。権利ばかりを主張し、義務を果さない大人の姿。 

その子供がかわいそう！と思わないのか？ 

「もう給食なんか、やめてしまえ！」と思います。 

 

「日本人としての心」 

どこかに置き忘れてきてしまったのか？ 

 

本日も地下鉄の下車駅（八千代緑ヶ丘）での事です。 

夜１２時過ぎの電車でしたが、「下車する時に出口でぶつかった！」とか言って、 

いい大人が些細なことで口喧嘩をしている。 

最近、いい年こいた大人がよく喧嘩をしている場面に出くわします。 

少し、相手のことを考えて譲り合えばいいことなのに、自分勝手な行動で揉め事を起こす大人が多く

なったような気がします。 

「恥を知らない大人」がブームなのか？ 

 

これも全ては戦後教育の影響では？ 

「仁」思いやりの心。譲り合いの心。 

自分勝手主義の平等、自由、権利の主張。 

「民主主義」を「勝手きままな自由主義」と取り違えている。 

早急に「倫理・道徳」「徳育」を復活しないと日本人は最低の国民になるのでは？ 

 

 ＜コメント＞ 

日本人が古来から大切にしていた文化「恥を知る」 

誰かが、お天道様が見ている！ 世間様にご迷惑を掛けない！ 

・・戦国時代から江戸時代、明治までは、日本人の立派な意識として、世界に誇れることは、 

「貧乏は恥ずかしいことではない。学問がないことが恥ずかしいことだ！」 

今こそ、立派な人間とは、どういうことなのか？ 

「能力・知識」偏重ではなく、「徳育」重視の教育にシフトする必要性を感じております。 


